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金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
松
　
島
仁
序
章
　
金
地
院
の
空
間
と
そ
の
機
能
　
金
地
院
は
鷹
永
年
間
（
＝
二
九
四
～
一
四
二
七
）
、
南
暉
寺
六
十
八
世
・
大
業
徳
基
に
よ
り
洛
北
・
鷹
ヶ
峰
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
、
法
度
の
起
草
や
寺
院
行
政
な
ど
徳
川
将
軍
の
政
治
・
外
交
顧
問
を
つ
と
め
た
以
心
崇
傳
（
一
五
六
九
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
三
三
）
に
よ
っ
て
南
暉
寺
山
内
に
再
興
さ
れ
た
。
そ
の
本
格
的
な
復
興
は
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
に
崇
傳
が
「
圓
照
本
光
國
師
」
の
号
を
勅
許
さ
れ
た
の
ち
、
寛
永
四
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
　
公
帖
の
発
給
を
は
じ
め
僧
侶
の
人
事
等
を
担
当
す
る
僧
録
が
置
か
れ
た
金
地
院
は
、
京
都
の
ほ
か
江
戸
や
駿
府
に
も
建
立
さ
れ
、
徳
川
政
権
の
公
的
機
関
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
そ
の
造
営
も
小
堀
遠
州
（
政
一
）
や
大
工
頭
の
中
井
家
な
ど
将
軍
家
の
作
事
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
関
与
し
た
「
準
公
儀
作
事
」
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
地
院
内
に
は
、
禅
宗
寺
院
に
と
っ
て
は
異
例
と
も
い
え
る
東
照
宮
が
造
営
さ
れ
、
そ
れ
を
中
心
に
全
体
の
配
置
が
な
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
『
本
光
國
師
日
記
』
（
以
下
、
『
日
記
』
と
略
称
）
寛
永
七
年
三
月
十
二
日
条
に
は
、
「
（
前
略
）
狩
野
采
女
へ
状
遣
ス
。
拝
殿
之
龍
杉
し
　
　
　
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
や
う
し
絵
之
義
申
遣
ス
（
後
略
）
」
と
、
崇
傳
が
狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二
～
七
四
）
に
東
照
宮
拝
殿
の
天
井
画
や
杉
戸
絵
の
制
作
を
依
頼
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
　
東
照
宮
は
金
地
院
内
南
西
の
高
台
に
建
立
さ
れ
、
石
段
づ
た
い
に
高
台
を
下
る
と
、
崇
傳
遷
化
後
間
も
な
く
造
営
さ
れ
た
開
山
堂
が
あ
ら
わ
れ
る
。
堂
内
に
は
中
興
開
山
と
な
っ
た
崇
傳
の
木
像
が
安
置
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
こ
の
時
代
、
開
山
の
頂
相
は
方
丈
内
の
仏
間
に
置
か
れ
る
形
式
も
多
く
と
ら
れ
た
が
、
金
地
院
で
は
こ
の
よ
う
に
開
山
堂
が
別
に
建
て
ら
れ
る
な
ど
初
期
の
禅
院
塔
頭
の
ス
タ
イ
ル
が
採
用
さ
れ
る
。
金
地
院
は
大
方
丈
と
と
も
に
小
方
丈
も
併
置
す
る
な
ど
古
様
を
踏
襲
し
て
　
　
　
　
お
り
、
僧
録
住
房
と
し
て
の
格
式
を
反
映
し
て
簡
略
化
の
行
わ
れ
な
い
復
古
的
と
も
い
え
る
配
置
が
と
ら
れ
た
。
　
開
山
堂
の
東
前
方
に
は
、
枯
山
水
の
庭
園
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
中
心
に
は
東
照
宮
を
拝
す
る
た
め
の
遥
拝
石
が
置
か
れ
、
そ
の
両
脇
に
は
鶴
島
．
亀
島
と
い
う
吉
祥
性
の
強
い
植
込
み
が
配
さ
れ
る
。
前
引
の
『
日
記
』
寛
永
七
年
三
月
十
二
日
条
に
は
「
（
前
略
）
小
遠
州
へ
十
一
日
之
日
付
二
て
状
遣
ス
（
後
略
）
」
、
同
年
四
月
十
一
日
条
に
は
「
小
遠
州
卯
月
五
日
之
返
書
來
。
泉
水
之
義
。
賢
庭
加
州
へ
下
候
問
。
上
次
第
可
申
付
之
由
申
来
。
（
後
略
）
」
と
あ
り
、
崇
傳
が
東
照
宮
と
と
も
に
庭
園
の
造
営
も
小
堀
遠
州
に
依
頼
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
日
記
』
寛
永
九
年
五
月
十
二
日
条
に
は
「
（
前
略
）
小
遠
州
へ
状
遣
ス
。
今
度
庭
成
就
。
満
足
之
由
申
遣
ス
。
（
後
略
）
」
と
記
さ
れ
て
あ
り
、
寛
永
九
年
五
月
中
旬
ま
で
に
庭
園
の
造
営
は
完
了
し
て
い
た
。
　
こ
の
よ
う
に
金
地
院
内
に
設
置
さ
れ
た
東
照
宮
と
庭
園
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
庭
園
に
南
面
す
る
大
方
丈
に
も
影
響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
を
あ
た
え
る
。
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
の
古
図
で
「
御
所
濤
殿
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
大
方
丈
は
禅
院
の
方
丈
で
あ
る
と
同
時
に
、
東
照
宮
を
遥
拝
す
る
た
め
の
建
物
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
大
方
丈
の
富
貴
間
（
衣
鉢
之
間
）
に
は
、
上
段
が
設
け
ら
れ
、
床
・
違
棚
・
附
書
院
・
帳
台
構
・
折
上
格
天
井
が
備
え
ら
れ
る
。
ま
た
富
貴
間
に
限
り
葵
紋
を
あ
し
ら
っ
た
飾
金
具
が
使
用
さ
れ
、
他
室
と
区
別
さ
れ
る
。
御
殿
大
広
間
を
彷
彿
と
さ
せ
る
こ
う
し
た
室
空
間
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
禅
院
方
丈
と
し
て
は
極
め
て
異
例
だ
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
将
軍
の
御
成
を
迎
え
る
た
め
と
想
定
さ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
金
地
院
は
、
五
山
官
寺
を
統
括
す
る
僧
録
の
住
房
と
し
て
、
ま
た
東
照
宮
を
勧
請
す
る
な
ど
天
皇
の
都
・
京
都
に
お
け
る
〈
日
光
〉
的
役
割
を
担
う
場
と
し
て
、
さ
ら
に
将
軍
の
御
成
を
迎
え
る
べ
く
整
備
さ
れ
た
御
成
御
殿
と
し
て
、
多
様
な
機
能
を
具
備
し
た
公
的
色
彩
の
濃
い
空
間
で
あ
っ
た
。
　
禅
宗
が
い
ま
だ
政
権
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
は
、
天
瑞
寺
や
祥
雲
寺
な
ど
、
城
郭
御
殿
さ
な
が
ら
に
金
碧
障
壁
画
を
備
え
た
大
規
模
な
禅
院
が
造
営
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
記
憶
の
未
だ
醒
め
や
ら
ぬ
時
代
、
足
利
義
満
の
帰
依
を
受
け
た
春
屋
妙
臨
以
来
の
伝
統
的
な
僧
録
の
地
位
を
鹿
苑
院
か
ら
吸
収
し
、
徳
川
家
康
・
秀
忠
・
家
光
の
三
代
に
わ
た
り
政
治
・
外
交
の
顧
問
を
つ
と
め
た
以
心
崇
傳
が
、
そ
の
援
助
を
受
け
造
営
し
た
金
地
院
は
、
大
規
模
な
公
的
禅
宗
寺
院
の
系
譜
の
悼
尾
に
位
置
し
う
る
存
在
で
あ
る
。
第
一
章
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
の
概
観
　
　
　
　
　
ハ
　
し
ソ
　
金
地
院
大
方
丈
は
、
桁
行
十
一
間
・
梁
行
七
間
の
単
層
入
母
屋
造
と
規
模
は
大
き
い
も
の
の
、
前
後
二
列
計
六
室
の
プ
ラ
ン
を
も
つ
典
型
的
な
臨
済
宗
寺
院
の
方
丈
建
築
で
あ
る
。
寺
伝
で
は
伏
見
城
か
ら
の
移
建
と
さ
れ
て
い
る
が
、
移
建
・
改
造
の
痕
跡
は
な
く
、
『
日
記
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
に
も
そ
の
造
営
の
記
事
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
　
大
方
丈
に
は
、
仏
間
を
含
む
全
六
室
に
障
壁
画
が
の
こ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
段
の
ほ
か
床
・
棚
・
附
書
院
・
帳
台
構
等
が
備
わ
っ
た
富
貴
間
（
衣
鉢
之
間
）
は
、
ま
ず
上
段
の
背
後
北
面
に
床
・
違
棚
が
あ
り
、
前
者
に
雪
松
と
柴
垣
が
、
後
者
に
薔
薇
と
柴
垣
が
濃
彩
で
え
が
か
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
東
面
左
端
は
帳
台
構
と
な
り
、
雪
を
い
た
だ
い
た
老
梅
と
柴
垣
が
配
さ
れ
る
。
　
　
　
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
四
　
西
面
右
端
は
附
書
院
に
な
っ
て
お
り
、
腰
障
子
に
は
金
箔
押
地
の
ほ
か
は
何
も
え
が
か
れ
な
い
も
の
の
、
そ
の
側
壁
に
は
椿
（
北
側
）
、
笹
（
南
側
）
が
え
が
か
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
上
段
を
降
り
る
と
、
北
面
の
東
端
壁
に
は
松
樹
が
、
北
－
東
の
コ
ー
ナ
ー
を
経
て
東
面
の
壁
に
も
松
樹
が
え
が
か
れ
る
。
　
富
貴
間
に
は
、
当
初
は
こ
れ
以
外
に
も
障
壁
画
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
現
在
で
は
失
わ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
富
貴
間
に
は
、
雪
を
い
た
だ
い
た
花
木
や
柴
垣
な
ど
が
え
が
か
れ
る
。
　
富
貴
間
の
前
室
と
し
て
の
機
能
も
併
せ
も
つ
次
之
間
（
檀
那
之
間
）
の
障
壁
画
は
、
富
貴
間
と
同
様
、
総
金
地
で
あ
る
。
　
　
　
ら
　
　
北
面
に
は
、
大
襖
四
面
に
わ
た
り
幹
・
枝
を
横
た
え
る
巨
大
な
梅
樹
が
素
地
に
墨
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
。
そ
の
向
か
っ
て
左
に
は
濃
彩
の
松
樹
が
え
が
か
れ
、
下
辺
に
は
素
地
に
墨
線
で
表
さ
れ
た
水
流
が
配
さ
れ
、
東
お
よ
び
西
面
の
水
流
に
つ
な
が
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
西
面
の
腰
障
子
六
面
に
は
、
岩
・
水
流
・
根
笹
が
え
が
か
れ
る
。
こ
こ
で
も
総
金
地
を
背
景
に
モ
テ
ィ
ー
フ
が
配
さ
れ
る
も
の
の
、
右
端
画
面
で
は
上
辺
が
一
部
金
雲
化
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
面
の
大
襖
四
面
に
は
、
水
流
と
維
子
、
そ
し
て
牡
丹
な
ど
の
草
花
に
岩
が
表
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
す
べ
て
画
面
下
半
分
に
集
め
ら
れ
、
上
半
分
は
広
大
な
余
白
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
な
お
南
面
の
腰
障
子
貼
付
四
面
に
も
、
牡
丹
が
描
か
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
未
だ
実
見
の
機
会
を
も
っ
て
い
な
い
。
　
以
上
、
次
之
間
に
お
い
て
も
総
金
地
を
背
景
に
花
鳥
モ
テ
ィ
ー
フ
が
余
白
を
大
き
く
と
っ
て
配
さ
れ
、
富
貴
間
と
画
題
・
様
式
を
通
わ
せ
る
。
　
室
中
（
中
之
間
）
に
は
、
周
囲
に
切
箔
を
ま
い
た
金
箔
押
地
の
金
雲
の
な
か
墨
画
淡
彩
の
唐
人
物
が
配
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
西
面
大
襖
四
面
に
は
、
中
央
の
松
の
巨
樹
を
中
心
に
、
向
か
っ
て
左
か
ら
水
辺
に
座
す
人
物
、
樹
下
に
立
つ
人
物
、
囲
碁
を
楽
し
む
人
物
な
ど
が
え
が
か
れ
る
。
西
側
南
端
の
水
辺
の
土
披
に
座
る
老
人
は
、
太
公
望
呂
尚
を
彷
彿
と
さ
せ
る
が
、
釣
竿
や
魚
籠
は
え
が
か
れ
な
い
。
老
人
の
視
線
の
先
に
は
水
間
に
漂
う
樹
枝
が
あ
る
。
水
辺
の
土
披
に
座
り
水
間
に
浮
か
ぶ
樹
枝
を
み
つ
め
る
老
人
は
、
狩
野
永
徳
筆
《
仙
人
高
士
図
屏
風
》
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
左
隻
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
同
一
人
物
、
つ
ま
り
陶
淵
明
を
え
が
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
　
西
面
右
端
に
は
碁
盤
を
挟
ん
で
対
局
す
る
二
人
の
人
物
と
そ
れ
を
観
戦
す
る
一
人
の
文
人
が
え
が
か
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
東
ー
北
の
コ
ー
ナ
ー
を
へ
て
北
面
に
は
、
ま
ず
左
（
西
）
側
の
襖
二
面
に
松
樹
の
根
元
に
座
る
李
鉄
拐
と
思
し
き
杖
を
手
に
し
た
仙
人
と
童
子
、
岩
組
が
え
が
か
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
仏
間
の
入
口
を
は
さ
み
北
面
右
（
東
）
側
の
襖
二
面
に
は
、
岩
と
激
流
が
表
さ
れ
、
北
⊥
果
コ
ー
ナ
ー
を
へ
て
、
東
側
北
端
の
画
面
へ
と
接
続
す
る
。
　
東
面
大
襖
四
面
に
は
、
重
心
と
し
て
の
飛
爆
と
激
流
が
向
か
っ
て
左
に
、
岩
壁
が
向
か
っ
て
右
に
配
さ
れ
、
そ
の
間
に
滝
を
観
る
二
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ
の
老
人
と
二
人
の
童
子
、
書
を
読
み
語
ら
う
二
人
の
老
人
が
配
さ
れ
る
。
　
文
人
的
な
逸
楽
に
耽
る
四
人
の
老
人
は
、
い
ず
れ
も
白
髪
・
白
髪
で
あ
り
、
商
山
四
皓
を
表
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
南
面
に
は
腰
障
子
貼
付
が
四
面
あ
り
、
幹
枝
の
一
部
と
水
流
・
岩
が
え
が
か
れ
、
東
西
画
面
を
接
続
す
る
。
　
こ
の
よ
う
に
室
中
で
は
、
山
中
ふ
か
く
隠
逸
す
る
文
人
と
仙
人
が
主
題
と
な
る
。
　
快
慶
作
の
地
蔵
菩
薩
像
を
安
置
す
る
室
中
奥
の
仏
間
に
は
、
壁
貼
付
に
巨
大
な
車
輪
松
が
、
室
中
と
同
様
の
漢
画
的
筆
法
で
え
が
か
れ
る
が
、
内
陣
で
あ
っ
た
た
め
、
詳
し
く
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
　
鶴
之
間
（
礼
之
間
）
に
は
、
鶴
に
竹
と
い
う
吉
祥
性
を
も
っ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
が
ほ
と
ん
ど
総
金
地
化
し
た
金
雲
を
背
景
に
配
さ
れ
る
。
　
西
面
大
襖
騒
酌
に
は
、
飛
翔
す
る
一
羽
の
鶴
と
水
流
、
水
辺
で
羽
根
を
休
め
る
三
羽
の
鶴
が
え
が
か
れ
、
右
端
の
竹
と
岩
は
部
屋
全
体
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
の
横
…
図
の
一
つ
の
重
心
と
な
り
、
西
－
北
コ
ー
ナ
ー
を
へ
て
北
面
に
続
く
。
　
　
　
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
西
面
の
向
か
っ
て
左
か
ら
二
面
目
の
飛
翔
す
る
鶴
は
、
左
半
二
面
の
広
大
な
金
地
空
間
の
な
か
に
配
さ
れ
る
が
、
そ
の
視
線
は
後
述
す
る
よ
う
に
西
面
中
央
二
面
の
向
か
っ
て
左
上
と
右
下
を
結
ん
だ
対
角
線
に
重
な
り
、
余
白
の
多
い
西
面
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
構
図
を
引
き
締
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
北
面
大
襖
四
面
に
は
、
両
端
に
竹
と
雪
を
い
た
だ
い
た
岩
組
が
配
さ
れ
、
そ
の
間
に
一
羽
の
子
鶴
と
そ
れ
を
見
遣
る
二
羽
の
親
鶴
が
え
が
か
れ
る
。
　
北
面
で
は
、
竹
の
示
す
垂
直
線
と
水
流
の
示
す
水
平
線
が
強
調
さ
れ
、
構
図
に
変
化
を
あ
た
え
る
。
ま
た
北
面
の
左
か
ら
二
面
目
に
え
が
か
れ
た
親
鶴
の
視
線
は
、
左
半
二
面
の
右
上
と
左
下
を
結
ん
だ
対
角
線
上
に
位
置
し
、
逆
に
左
上
端
の
竹
の
葉
の
方
向
は
左
上
と
右
下
を
結
ん
だ
対
角
線
に
重
な
る
。
北
面
右
半
で
も
、
竹
の
葉
や
岩
組
の
方
向
な
ど
に
よ
り
対
角
線
構
図
が
と
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
幾
何
学
的
な
構
図
は
、
鶴
之
間
全
体
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
最
も
顕
著
に
表
れ
て
い
る
の
が
こ
の
北
面
大
襖
四
面
だ
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
め
　
　
東
面
．
南
面
の
腰
障
子
各
六
面
計
一
二
面
に
は
竹
と
岩
、
水
流
が
え
が
か
れ
る
が
、
調
査
の
際
、
南
面
は
開
放
さ
れ
て
い
た
た
め
、
実
見
し
て
い
な
い
。
　
鶴
之
間
障
壁
画
で
は
、
素
地
に
墨
線
で
水
流
が
表
さ
れ
る
ほ
か
は
、
す
べ
て
濃
彩
で
モ
テ
ィ
ー
フ
が
表
さ
れ
る
。
し
か
し
、
広
大
な
余
白
に
整
理
さ
れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
を
限
定
的
に
配
す
る
た
め
、
全
体
の
印
象
は
平
明
か
つ
淡
泊
な
も
の
で
あ
る
。
　
菊
之
間
（
書
院
之
間
）
は
、
寛
永
時
代
に
大
流
行
し
た
柴
垣
に
菊
の
モ
テ
ィ
ー
フ
で
統
一
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
（
図
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
1
8
）
　
南
面
大
襖
四
面
に
は
柴
垣
に
菊
お
よ
び
水
流
が
、
そ
し
て
西
面
襖
二
面
と
壁
貼
付
一
面
に
も
南
－
西
コ
ー
ナ
ー
を
介
し
て
同
様
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
配
さ
れ
、
左
端
に
至
り
竹
垣
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
菊
図
は
北
面
に
も
続
く
が
、
調
査
の
際
、
伝
海
北
友
松
筆
《
群
鴉
図
屏
風
》
が
立
て
掛
け
て
あ
っ
た
た
め
、
未
だ
実
見
し
て
い
な
い
。
東
面
腰
障
子
四
面
に
も
、
菊
と
切
箔
散
し
で
表
さ
れ
た
土
披
、
水
流
が
え
が
か
れ
る
が
、
北
半
分
の
二
面
は
近
年
の
模
写
で
あ
る
。
菊
之
問
に
は
、
他
室
と
同
じ
く
総
金
地
を
背
景
に
濃
彩
で
モ
テ
ィ
ー
フ
が
え
が
か
れ
、
菊
の
花
弁
な
ど
に
は
胡
粉
に
よ
る
盛
上
彩
色
も
ほ
ど
こ
さ
れ
る
。
　
以
上
、
金
地
院
大
方
丈
に
は
全
室
に
わ
た
り
金
箔
押
地
の
障
壁
画
が
配
さ
れ
る
。
第
二
章
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
制
作
の
経
緯
と
そ
の
筆
者
　
『
日
記
』
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
五
月
八
日
条
に
は
、
「
（
前
略
）
狩
野
采
女
へ
書
状
遣
ス
。
金
地
方
丈
絵
頼
入
由
申
遣
ス
。
（
後
略
）
」
と
崇
傳
が
狩
野
探
幽
に
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
制
作
を
依
頼
し
た
旨
が
、
同
じ
く
七
月
七
日
条
に
は
「
狩
野
采
女
六
月
二
日
之
返
書
来
。
方
丈
絵
之
義
恭
と
申
来
。
（
後
略
）
」
と
探
幽
が
障
壁
画
制
作
を
受
諾
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
多
忙
を
極
め
た
で
あ
ろ
う
探
幽
は
、
金
地
院
障
壁
画
の
制
作
依
頼
を
受
け
た
も
の
の
、
そ
れ
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
崇
傳
は
探
幽
に
督
促
状
を
送
っ
て
い
る
。
そ
し
て
寛
永
四
年
九
月
晦
日
条
に
は
「
（
前
略
）
狩
野
采
女
九
月
十
五
日
金
地
来
。
絵
之
図
共
相
定
書
付
下
ス
（
後
略
）
」
と
探
幽
が
よ
う
や
く
金
地
院
に
お
も
む
き
、
図
様
等
を
定
め
、
小
下
絵
の
よ
う
な
も
の
を
残
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
が
探
幽
は
、
図
様
等
は
定
め
た
が
、
依
然
制
作
に
と
り
か
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
崇
傳
は
数
度
の
督
促
の
の
ち
、
寛
永
五
年
五
月
十
六
日
条
に
「
（
前
略
）
小
堀
遠
州
へ
も
状
遣
ス
。
金
地
作
事
之
義
。
狩
采
女
来
候
様
二
頼
入
と
申
遣
ス
。
狩
野
采
女
へ
も
。
状
遣
ス
。
絵
之
事
急
度
頼
入
由
申
遣
ス
。
（
後
略
）
」
と
、
小
堀
遠
州
か
ら
も
探
幽
に
催
促
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
　
金
地
院
に
は
崇
傳
宛
て
の
寛
永
五
年
九
月
二
十
七
日
付
小
堀
遠
州
筆
書
状
が
の
こ
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
「
（
前
略
）
公
儀
の
御
作
事
二
も
拙
者
式
あ
き
は
て
申
物
は
絵
書
に
て
御
座
候
、
御
作
事
初
ら
ぬ
已
前
よ
り
、
と
り
つ
き
か
～
せ
申
候
て
も
、
御
絵
に
て
仕
廻
か
ね
、
　
　
　
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
御
作
事
永
引
申
候
、
御
寺
之
義
御
余
儀
も
無
御
座
候
、
随
分
い
そ
き
申
様
に
猶
々
可
申
付
候
（
後
略
）
」
と
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
も
探
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
幽
が
障
壁
画
制
作
に
着
手
せ
ず
、
崇
傳
・
遠
州
と
も
に
辟
易
し
て
い
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
　
結
局
の
と
こ
ろ
、
探
幽
自
身
が
実
際
に
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
を
揮
毫
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
『
日
記
』
は
伝
え
な
い
。
　
し
か
し
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
画
題
や
モ
テ
ィ
ー
フ
、
絵
画
様
式
の
選
定
な
ど
に
関
し
て
は
、
『
日
記
』
中
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
探
幽
自
身
の
決
定
に
よ
る
。
ま
た
画
面
自
体
も
、
そ
の
筆
癖
は
別
に
し
て
、
図
様
と
様
式
の
両
面
と
も
に
寛
永
初
頭
の
探
幽
画
の
特
質
を
顕
著
に
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
は
、
狩
野
探
幽
の
指
示
の
も
と
制
作
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　
　
な
お
金
地
院
画
の
筆
者
に
つ
い
て
『
古
畜
備
考
』
宮
殿
筆
者
の
項
は
、
室
中
お
よ
び
菊
之
間
の
筆
者
を
探
幽
、
そ
の
他
を
尚
信
、
『
都
　
　
　
　
　
　
　
　
林
泉
名
勝
圖
會
』
は
、
南
側
三
室
の
筆
者
を
尚
信
と
伝
え
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
記
述
を
念
頭
に
置
き
実
際
の
画
面
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
富
貴
間
北
側
床
貼
付
の
雪
松
図
は
、
狩
野
尚
信
（
一
六
〇
七
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
五
〇
）
に
比
定
さ
れ
る
二
條
城
二
之
丸
御
殿
黒
書
院
一
之
間
の
そ
れ
と
、
モ
テ
ィ
ー
フ
・
技
法
と
も
に
通
い
合
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
ぐ
り
と
丸
ま
っ
た
葉
叢
は
、
武
田
恒
夫
氏
の
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
尚
信
独
特
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
床
の
松
樹
や
帳
台
構
の
梅
樹
に
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
ら
れ
る
弧
を
え
が
き
な
が
ら
樹
幹
の
太
さ
を
減
じ
て
い
く
描
法
も
、
二
條
城
黒
書
院
画
の
樹
法
と
通
い
合
う
。
と
り
わ
け
帳
台
構
貼
付
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
梅
樹
は
、
土
居
次
義
氏
・
河
野
元
昭
氏
に
よ
り
尚
信
筆
に
比
定
さ
れ
た
知
恩
院
大
方
丈
梅
之
間
の
梅
樹
と
も
密
接
な
様
式
的
関
連
を
も
つ
。
　
次
之
間
北
面
大
襖
左
端
の
松
樹
は
、
富
貴
間
の
松
樹
と
幹
枝
・
葉
叢
・
下
枝
と
も
そ
の
形
態
が
一
致
す
る
。
そ
の
隣
の
梅
の
幹
は
、
土
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
居
次
義
氏
が
示
す
尚
信
様
式
の
樹
木
の
幹
や
枝
と
、
特
異
な
形
を
し
た
瘤
の
点
で
共
通
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
瘤
の
強
調
は
、
尚
信
個
人
と
い
う
よ
り
は
、
第
五
章
に
お
い
て
述
べ
る
金
地
院
障
壁
画
に
お
け
る
雪
舟
様
式
受
容
の
観
点
か
ら
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
一
方
、
梅
樹
の
根
元
に
配
さ
れ
た
岩
の
、
先
の
と
が
っ
た
山
形
の
厳
は
、
狩
野
尚
信
筆
の
《
山
水
図
屏
風
》
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
《
大
原
御
幸
・
富
士
見
西
行
図
屏
風
》
（
板
橋
区
立
美
術
館
蔵
）
中
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
先
の
と
が
っ
た
山
形
の
鍍
は
、
同
じ
く
次
の
間
の
西
側
腰
障
子
や
東
側
大
襖
の
濃
彩
の
岩
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
大
方
丈
中
最
も
格
式
が
高
い
富
貴
間
・
次
之
間
の
筆
者
は
、
尚
信
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
室
中
お
よ
び
鶴
之
間
障
壁
画
の
筆
者
に
つ
い
て
土
居
次
義
氏
は
、
そ
の
岩
の
形
態
か
ら
探
幽
の
弟
子
で
娘
婿
で
あ
っ
た
信
政
筆
の
可
能
　
　
　
　
　
　
　
性
を
指
摘
す
る
。
　
室
中
東
側
の
松
樹
と
尚
信
筆
に
比
定
さ
れ
る
知
恩
院
大
方
丈
中
段
之
間
の
松
樹
は
、
極
め
て
密
接
な
形
態
的
関
連
を
有
す
る
が
、
そ
の
描
線
・
細
部
描
写
を
み
る
と
、
金
地
院
画
の
ほ
う
に
は
尚
信
画
に
は
な
い
粘
着
性
の
あ
る
柔
ら
か
さ
が
あ
り
、
そ
れ
は
む
し
ろ
土
居
次
義
氏
・
河
野
元
昭
氏
に
よ
り
信
政
筆
と
さ
れ
た
知
恩
院
大
方
丈
下
段
之
間
に
顕
著
な
特
質
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
室
中
北
側
西
端
襖
の
松
樹
・
岩
の
輪
郭
の
描
線
に
つ
い
て
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
信
政
筆
と
さ
れ
る
鹿
苑
寺
方
丈
障
壁
画
の
特
異
な
描
線
に
発
展
し
て
い
く
可
能
性
を
は
ら
む
。
ま
た
岩
の
角
に
当
た
る
部
分
に
集
合
的
に
点
苔
を
打
つ
室
中
画
の
手
法
は
、
信
政
筆
の
聖
衆
来
迎
寺
客
殿
花
鳥
之
間
の
岩
と
同
工
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
室
中
障
壁
画
は
、
岩
法
・
樹
法
の
両
面
で
狩
野
信
政
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
　
室
中
画
の
人
物
の
描
写
を
み
る
と
、
体
躯
の
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
形
態
は
、
尚
信
画
の
特
質
と
通
い
合
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
前
に
み
た
瘤
を
強
調
し
た
樹
石
の
場
合
と
同
様
、
雪
舟
流
受
容
と
い
う
金
地
院
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
人
物
の
衣
文
線
に
は
、
ボ
キ
ッ
と
折
れ
独
特
の
突
起
を
も
つ
尚
信
的
な
特
質
が
み
ら
れ
ず
、
尚
信
が
え
が
く
人
物
と
一
線
を
画
し
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
室
中
障
壁
画
は
、
尚
信
筆
の
可
能
性
も
わ
ず
か
に
残
し
な
が
ら
、
樹
法
・
岩
法
に
信
政
画
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
次
章
に
述
べ
る
よ
う
に
室
中
は
、
大
方
丈
を
宗
教
的
空
間
と
み
た
と
き
の
主
室
と
な
る
。
信
政
は
探
幽
の
高
弟
で
、
娘
婿
で
も
あ
っ
た
の
で
、
探
幽
の
名
代
ー
〈
手
〉
と
し
て
室
中
障
壁
画
を
委
任
さ
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
室
中
の
奥
、
仏
間
の
壁
に
は
、
漢
画
風
の
車
輪
松
が
え
が
か
れ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
未
だ
詳
し
く
み
る
機
会
を
も
っ
て
い
な
い
　
　
　
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
一
〇
の
で
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。
　
次
に
鶴
之
間
北
側
大
襖
の
岩
を
み
て
い
く
と
、
尚
信
筆
と
し
た
次
之
間
東
側
大
襖
の
岩
と
輪
郭
線
・
簸
法
と
も
に
異
な
っ
て
い
る
。
濃
彩
と
墨
画
淡
彩
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
前
に
み
た
室
中
の
岩
と
関
連
を
有
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
先
に
あ
げ
た
粘
着
性
の
あ
る
柔
ら
か
い
丸
味
を
も
つ
輪
郭
線
は
、
室
中
障
壁
画
の
岩
と
同
工
で
あ
る
。
　
一
方
、
北
側
の
片
足
を
あ
げ
首
を
曲
げ
て
後
ろ
を
振
り
返
る
鶴
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
知
恩
院
大
方
丈
鶴
之
間
北
側
に
そ
の
ま
ま
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
形
態
は
尚
信
筆
と
さ
れ
る
知
恩
院
画
が
足
が
よ
り
高
く
身
体
は
小
さ
く
丸
ま
っ
て
い
る
。
　
鶴
之
間
に
つ
い
て
は
積
極
的
な
理
由
に
や
や
乏
し
い
が
、
土
居
次
義
氏
の
信
政
説
を
支
持
し
た
い
。
　
全
面
に
わ
た
り
柴
垣
、
竹
垣
に
菊
．
流
水
が
え
が
か
れ
る
菊
之
間
は
、
比
較
材
料
に
乏
し
い
。
し
か
し
南
面
大
襖
に
描
か
れ
た
柴
垣
を
、
尚
信
筆
と
し
た
富
貴
間
北
面
床
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
富
貴
間
の
ほ
う
が
幾
分
簡
略
な
筆
致
で
、
若
干
の
違
い
を
示
し
て
い
る
。
菊
之
間
の
筆
者
に
つ
い
て
は
、
尚
信
を
の
ぞ
く
探
幽
周
辺
の
絵
師
と
す
る
に
止
め
た
い
。
　
以
上
、
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
に
は
、
狩
野
尚
信
や
信
政
ら
探
幽
に
ご
く
近
い
絵
師
の
参
加
が
推
測
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
前
述
し
た
よ
う
に
探
幽
が
金
地
院
に
来
院
し
て
図
様
等
の
選
定
を
行
な
っ
た
こ
と
は
文
献
史
料
か
ら
確
認
で
き
、
後
章
に
お
い
て
考
察
す
る
よ
う
に
障
壁
画
自
体
も
様
式
と
図
様
の
両
面
に
わ
た
り
探
幽
の
特
質
を
顕
著
に
表
し
て
い
る
。
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
に
お
い
て
、
探
幽
の
周
辺
絵
師
た
ち
は
、
も
っ
ぱ
ら
探
幽
の
〈
手
〉
と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
樹
石
の
瘤
や
衣
文
線
な
ど
一
見
絵
師
個
人
の
筆
癖
に
帰
し
う
る
特
徴
も
、
こ
こ
で
は
元
信
－
永
徳
以
来
の
狩
野
派
様
式
か
ら
雪
舟
流
を
基
調
と
し
た
新
し
い
様
式
へ
の
転
換
、
つ
ま
り
狩
野
探
幽
に
よ
る
新
…
機
軸
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
ら
れ
る
。
　
以
上
を
ふ
ま
え
本
稿
で
は
、
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
を
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
前
後
の
狩
野
探
幽
派
の
作
品
と
位
置
づ
け
、
考
察
を
進
め
た
い
。
第
三
章
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
の
全
体
構
成
　
前
に
考
察
を
加
え
て
き
た
よ
う
に
、
禅
院
の
一
塔
頭
で
あ
り
な
が
ら
公
的
色
彩
の
強
い
金
地
院
の
大
方
丈
に
は
、
そ
の
機
能
を
反
映
し
て
全
室
に
わ
た
り
金
碧
障
壁
画
が
え
が
か
れ
た
。
大
方
丈
に
金
碧
障
壁
画
が
え
が
か
れ
た
の
は
、
小
方
丈
障
壁
画
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
に
相
違
な
い
。
　
金
地
院
の
小
方
丈
は
、
東
福
寺
龍
吟
庵
方
丈
の
平
面
形
式
に
近
く
、
寛
永
度
造
営
以
前
か
ら
金
地
院
に
存
在
し
た
方
丈
を
転
用
し
た
も
　
　
　
　
　
　
　
の
だ
と
い
う
が
、
そ
こ
に
は
、
他
の
禅
院
方
丈
と
同
様
、
水
墨
に
よ
る
障
壁
画
が
存
在
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
大
方
丈
障
壁
画
制
作
に
当
た
っ
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
小
方
丈
障
壁
画
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
考
慮
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
れ
ゆ
え
表
書
院
に
当
た
る
大
方
丈
に
は
、
奥
書
院
に
当
た
る
小
方
丈
の
水
墨
画
に
対
応
し
て
、
全
室
に
わ
た
り
金
碧
画
が
え
が
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
大
方
丈
の
金
碧
障
壁
画
は
、
内
部
の
諸
室
で
も
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
し
て
い
る
。
富
貴
間
・
次
之
間
で
は
、
二
條
城
二
之
丸
御
殿
な
ど
と
同
様
、
公
式
対
面
の
た
め
の
二
室
連
続
の
空
間
が
企
図
さ
れ
、
そ
の
た
め
仕
切
り
の
襖
を
と
り
外
し
て
も
違
和
感
が
生
じ
な
い
よ
う
絵
画
様
式
や
画
題
を
通
わ
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
公
的
な
対
面
空
間
に
ふ
さ
わ
し
く
、
二
條
城
同
様
、
吉
祥
性
の
強
い
花
鳥
の
主
題
が
濃
彩
の
手
法
で
え
が
か
れ
る
。
モ
テ
ィ
ー
フ
も
、
富
貴
間
か
ら
次
之
間
に
至
る
に
し
た
が
い
賑
や
か
に
な
り
、
そ
の
描
法
も
素
地
に
墨
線
で
水
流
が
表
さ
れ
る
な
ど
、
軽
淡
味
を
加
え
る
。
　
富
貴
間
が
大
方
丈
を
御
殿
大
広
間
す
な
わ
ち
世
俗
的
空
間
と
み
た
と
き
の
主
室
と
な
る
の
に
対
し
、
仏
事
の
場
と
な
る
室
中
は
、
禅
院
方
丈
す
な
わ
ち
宗
教
的
空
間
と
し
て
の
主
室
で
あ
る
。
奥
書
院
的
な
小
方
丈
に
対
し
表
書
院
的
な
大
方
丈
と
い
う
性
格
を
反
映
し
て
、
大
　
　
　
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
一
二
方
丈
に
山
水
は
え
が
か
れ
な
い
が
、
禅
院
方
丈
的
な
意
味
で
最
も
格
式
の
高
い
室
中
に
は
、
山
中
に
棲
む
隠
者
た
ち
が
、
金
箔
押
地
の
金
雲
を
伴
う
も
の
の
墨
画
淡
彩
で
え
が
か
れ
た
。
　
河
野
元
昭
氏
に
よ
れ
ば
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
名
古
屋
城
寛
永
度
造
営
御
殿
で
画
事
を
つ
と
め
た
狩
野
探
幽
は
、
画
期
的
な
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
面
構
成
法
を
編
み
出
し
た
と
い
う
。
そ
れ
は
上
洛
殿
を
は
じ
あ
と
す
る
寛
永
度
造
営
御
殿
に
、
①
そ
れ
自
体
は
自
己
完
結
的
な
新
御
殿
で
、
水
墨
山
水
・
淡
彩
人
物
・
金
地
著
色
花
鳥
の
諸
画
面
を
規
則
ど
お
り
配
し
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
②
以
前
か
ら
あ
る
慶
長
度
造
営
御
殿
に
対
し
て
は
奥
書
院
的
性
格
を
示
し
、
全
体
に
山
水
画
の
要
素
が
濃
厚
で
淡
彩
を
主
と
す
る
画
面
構
成
を
旨
と
す
る
な
ど
、
重
層
的
性
格
を
も
た
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
の
画
面
構
成
法
は
、
恐
ら
く
名
古
屋
城
寛
永
度
造
営
御
殿
よ
り
以
前
、
同
じ
く
狩
野
探
幽
の
指
揮
に
よ
る
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
の
二
條
城
障
壁
画
に
お
い
て
も
試
み
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
続
く
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
も
、
①
小
方
丈
に
対
し
表
書
院
的
性
格
を
示
す
た
め
画
面
は
全
室
金
碧
で
処
理
さ
れ
る
と
と
も
に
、
②
大
方
丈
内
部
に
お
い
て
は
各
室
の
機
能
に
応
じ
若
干
そ
の
画
趣
を
異
に
す
る
な
ど
、
こ
の
御
殿
障
壁
画
の
画
面
構
成
法
が
応
用
さ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
金
地
院
大
方
丈
は
、
そ
の
特
殊
な
性
格
か
ら
、
同
一
建
物
内
に
二
つ
の
主
室
－
富
貴
間
と
室
中
を
設
定
し
た
が
、
そ
う
し
た
建
築
の
機
能
に
障
壁
画
が
違
和
感
な
く
適
合
し
て
い
る
こ
と
も
、
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
の
全
体
構
成
の
特
質
で
あ
る
。
第
四
章
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
の
モ
テ
ィ
ー
フ
選
択
　
前
章
で
み
た
よ
う
に
、
全
体
的
な
画
面
構
成
と
い
う
側
面
に
お
い
て
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
は
、
二
條
城
二
之
丸
御
殿
か
ら
名
古
屋
城
上
洛
殿
に
い
た
る
狩
野
探
幽
障
壁
画
の
系
譜
に
位
置
し
う
る
。
そ
れ
で
は
モ
テ
ィ
ー
フ
選
択
の
面
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
　
富
貴
間
北
面
床
の
松
樹
は
、
画
面
向
か
っ
て
右
下
隅
か
ら
姿
を
あ
ら
わ
し
、
幹
枝
を
丸
く
う
ね
ら
せ
な
が
ら
そ
の
全
容
を
収
め
る
な
ど
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
、
探
幽
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
二
條
城
二
之
丸
御
殿
大
広
間
一
之
間
床
貼
付
画
と
き
わ
め
て
密
接
な
関
連
を
有
す
る
。
探
幽
時
代
の
前
例
を
踏
襲
し
た
と
考
え
ら
れ
る
江
戸
城
障
壁
画
の
小
下
絵
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
お
い
て
も
、
本
丸
お
よ
び
西
之
丸
表
大
広
間
上
段
之
間
の
床
貼
付
画
に
同
様
の
形
姿
の
松
樹
を
配
し
て
い
る
。
公
式
対
面
の
た
め
将
軍
が
着
座
す
る
上
段
背
後
の
床
に
は
、
吉
祥
性
を
も
つ
松
樹
が
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
富
貴
間
北
・
東
面
の
壁
貼
付
に
は
、
両
面
を
分
か
つ
コ
…
ナ
ー
の
下
隅
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
逆
方
向
に
伸
び
る
松
樹
が
え
が
か
れ
る
が
、
同
形
の
も
の
が
二
條
城
二
之
丸
御
殿
大
広
間
三
之
問
西
・
北
面
に
確
認
で
き
る
。
　
次
之
間
北
面
大
襖
の
松
樹
も
、
富
貴
間
の
松
樹
同
様
、
二
條
城
障
壁
画
と
の
関
連
を
有
し
て
い
る
。
一
方
、
そ
の
向
か
っ
て
右
の
梅
樹
は
、
大
襖
四
面
に
わ
た
り
樹
幹
が
堂
々
と
表
さ
れ
、
〈
桃
山
大
画
様
式
〉
の
遺
風
を
伝
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
東
面
大
襖
に
表
さ
れ
た
身
を
低
く
し
背
後
を
う
か
が
う
維
子
は
、
二
條
城
二
之
丸
御
殿
黒
書
院
二
之
間
東
側
大
襖
の
ほ
か
、
聖
衆
来
迎
寺
客
殿
花
鳥
之
間
の
床
貼
付
に
え
が
か
れ
た
そ
れ
と
類
似
し
た
形
態
を
と
る
。
と
り
わ
け
二
條
城
の
も
の
は
ま
っ
た
く
同
形
で
あ
る
。
　
室
中
に
目
を
転
ず
る
と
西
面
大
襖
の
松
樹
の
形
態
は
、
探
幽
派
の
漢
画
系
障
壁
画
で
よ
く
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
尾
張
徳
川
家
の
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
狩
野
探
幽
派
に
よ
り
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
頃
に
制
作
さ
れ
た
正
法
寺
大
方
丈
上
段
之
間
東
面
襖
、
寛
永
十
四
年
頃
の
知
恩
院
大
方
丈
　
　
　
　
　
（
図
2
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
2
5
）
中
段
之
間
南
面
襖
の
な
か
に
同
じ
形
の
樹
木
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
寛
永
十
一
年
の
名
古
屋
城
上
洛
殿
三
之
間
北
面
襖
の
梅
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
形
態
を
と
る
。
　
西
面
右
端
の
囲
碁
に
興
じ
る
人
物
は
、
対
局
を
観
戦
す
る
杖
を
も
っ
た
老
人
を
童
子
に
置
き
か
え
る
と
、
服
装
・
姿
勢
と
も
に
、
正
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
寺
大
方
丈
上
段
之
間
北
面
襖
《
棋
図
》
と
完
全
に
一
致
す
る
。
　
こ
の
正
法
寺
大
方
丈
障
壁
画
は
、
そ
の
四
年
後
の
寛
永
十
一
年
に
制
作
さ
れ
た
名
古
屋
城
上
洛
殿
と
同
一
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
み
ら
れ
る
。
　
　
　
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
　
　
　
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
れ
　
す
な
わ
ち
正
法
寺
大
方
丈
上
段
之
間
《
琴
棋
書
画
図
》
の
う
ち
残
り
の
《
琴
・
書
・
画
図
》
は
、
名
古
屋
城
上
洛
殿
二
之
間
の
同
画
題
と
　
　
　
ハ
お
　
一
致
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
名
古
屋
城
上
洛
殿
の
《
棋
図
》
に
つ
い
て
は
、
正
法
寺
や
金
地
院
と
異
な
っ
た
図
様
が
採
用
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
琴
棋
書
画
モ
テ
ィ
ー
フ
の
選
択
に
お
い
て
は
、
金
地
院
～
正
法
寺
～
名
古
屋
城
上
洛
殿
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
室
中
の
東
隣
の
鶴
之
間
は
、
知
恩
院
大
方
丈
の
同
じ
く
鶴
之
間
と
モ
テ
ィ
ー
フ
選
択
の
う
え
で
ふ
か
い
繋
が
り
を
有
す
る
。
　
金
地
院
鶴
之
間
の
西
面
左
か
ら
二
面
目
の
飛
翔
す
る
鶴
は
、
知
恩
院
大
方
丈
鶴
之
間
の
北
面
大
襖
に
同
じ
図
様
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
ま
た
金
地
院
の
北
面
左
か
ら
二
面
目
の
片
足
を
あ
げ
後
ろ
を
振
り
返
る
鶴
も
、
知
恩
院
鶴
之
間
の
北
面
大
襖
の
そ
れ
と
全
く
一
致
す
る
。　
菊
之
間
障
壁
画
の
柴
垣
に
菊
・
流
水
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
構
成
は
、
寛
永
期
を
中
心
に
流
行
し
、
金
地
院
大
方
丈
の
ほ
か
、
二
條
城
二
之
丸
御
殿
黒
書
院
や
知
恩
院
大
方
丈
な
ど
多
く
の
金
碧
障
壁
画
お
よ
び
屏
風
絵
に
え
が
か
れ
た
。
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
は
、
そ
の
う
ち
知
恩
院
大
方
丈
菊
之
間
障
壁
画
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
柴
垣
の
う
え
に
菊
を
の
ぞ
か
せ
柴
垣
が
終
わ
る
と
そ
の
背
後
か
ら
竹
垣
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
画
面
構
成
は
、
そ
の
ま
ま
知
恩
院
大
方
丈
菊
之
間
に
見
出
せ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
で
は
、
富
貴
間
・
次
之
間
で
寛
永
三
年
の
二
條
城
二
之
丸
御
殿
障
壁
画
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
継
承
し
な
が
ら
、
室
中
で
は
名
古
屋
城
上
洛
殿
と
密
接
な
関
連
を
も
つ
正
法
寺
大
方
丈
障
壁
画
、
鶴
之
間
・
菊
之
間
で
は
知
恩
院
大
方
丈
障
壁
画
と
モ
テ
ィ
ー
フ
を
通
わ
せ
る
。
第
五
章
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
の
絵
画
様
式
と
雪
舟
様
式
の
受
容
　
前
章
で
は
、
金
地
院
大
方
丈
富
貴
間
と
二
條
城
二
之
丸
御
殿
の
障
壁
画
に
お
け
る
モ
テ
ィ
ー
フ
選
択
の
共
通
性
に
つ
い
て
検
証
し
て
き
た
が
、
両
者
は
そ
の
絵
画
様
式
に
つ
い
て
も
気
脈
を
通
わ
せ
る
。
　
二
條
城
二
之
丸
御
殿
で
は
、
ほ
と
ん
ど
総
金
地
化
し
た
背
景
に
、
濃
彩
に
よ
る
花
鳥
が
配
さ
れ
た
が
、
金
地
院
大
方
丈
富
貴
間
に
お
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
レ
　
ム
て
も
総
金
地
に
松
・
梅
樹
や
草
花
な
ど
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
濃
彩
で
と
ら
え
ら
れ
る
。
ま
た
両
者
と
も
に
モ
テ
ィ
ー
フ
は
枠
を
意
識
し
、
広
大
な
余
白
の
な
か
に
配
さ
れ
、
そ
の
え
が
く
筆
致
も
筆
触
性
が
抑
制
さ
れ
る
。
　
広
大
な
余
白
は
む
し
ろ
、
南
隣
の
次
之
間
に
お
い
て
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
東
面
大
襖
四
面
で
は
、
モ
テ
ィ
ー
フ
は
ほ
と
ん
ど
画
面
下
端
に
寄
せ
ら
れ
、
金
地
に
よ
る
余
白
が
画
面
の
大
部
分
を
支
配
す
る
。
金
碧
と
水
墨
の
違
い
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
構
図
は
、
大
徳
寺
本
坊
方
丈
や
玉
林
院
方
丈
な
ど
の
ち
の
探
幽
に
よ
る
禅
院
方
丈
障
壁
画
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
次
之
間
で
は
、
全
室
に
わ
た
り
、
素
地
に
軽
妙
な
筆
致
の
墨
線
に
よ
っ
て
蛇
行
す
る
水
流
が
表
さ
れ
、
富
貴
間
と
比
べ
て
平
明
か
つ
淡
泊
な
印
象
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
　
素
地
に
墨
線
で
蛇
行
す
る
水
流
を
表
す
手
法
は
、
南
暉
寺
本
坊
小
方
丈
障
壁
画
や
《
桐
鳳
風
図
屏
風
》
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ど
に
も
み
ら
れ
、
探
幽
金
碧
障
屏
画
の
一
つ
の
特
質
と
な
っ
て
い
く
が
、
金
地
院
画
の
そ
れ
は
そ
の
最
も
初
期
の
例
で
あ
る
。
　
次
之
問
で
は
、
本
来
濃
彩
に
よ
っ
て
え
が
か
れ
る
は
ず
の
モ
テ
ィ
！
フ
に
つ
い
て
も
、
素
地
に
筆
触
性
を
生
か
し
た
墨
の
面
的
な
表
現
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
。
北
面
大
襖
の
老
梅
と
岩
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
狩
野
派
金
碧
花
鳥
画
の
描
法
か
ら
は
全
く
逸
脱
し
た
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
で
あ
る
。
こ
の
老
梅
は
、
大
襖
四
面
に
わ
た
り
雄
々
し
く
威
容
を
横
た
え
、
幹
の
上
部
も
襖
の
枠
を
越
え
て
伸
張
す
る
な
ど
、
前
述
の
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
じ
う
に
〈
桃
山
大
画
様
式
〉
の
遺
風
を
よ
く
伝
え
て
は
い
る
。
し
か
し
そ
の
枝
は
軟
体
動
物
の
よ
う
に
複
雑
に
う
ね
り
、
振
れ
る
な
ど
極
度
　
　
　
　
　
　
お
　
に
歪
形
化
さ
れ
、
む
し
ろ
同
時
代
に
流
行
し
た
奇
矯
な
表
現
と
響
き
合
う
。
　
こ
の
老
梅
の
唐
突
な
、
マ
ニ
エ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
と
さ
え
い
え
る
表
現
は
、
雪
舟
系
の
花
鳥
図
を
念
頭
に
お
く
と
　
　
　
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
の
　
き
、
は
じ
め
て
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
偏
執
狂
的
な
ま
で
に
枝
を
う
ね
ら
せ
る
巨
樹
は
雪
舟
筆
《
四
季
花
鳥
図
屏
風
》
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
雪
舟
画
系
の
花
鳥
図
に
認
め
ら
れ
、
素
地
に
墨
を
刷
い
て
幹
や
枝
の
立
体
感
を
表
す
手
法
や
細
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点
苔
を
集
中
的
に
打
ち
込
む
手
法
も
京
都
国
立
博
物
館
本
や
東
京
国
立
博
物
館
本
の
《
四
季
花
鳥
図
屏
風
》
の
よ
う
な
雪
舟
画
系
の
花
鳥
画
に
な
ら
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
次
之
間
北
面
で
は
、
狩
野
派
金
碧
花
鳥
図
の
な
か
に
雪
舟
流
の
巨
大
樹
が
〈
引
用
〉
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
も
っ
と
も
こ
う
し
た
老
梅
や
岩
は
、
濃
彩
に
よ
っ
て
表
さ
れ
た
同
室
の
他
の
樹
木
や
岩
と
は
様
式
的
に
乖
離
し
て
お
り
、
素
地
に
墨
線
に
よ
っ
て
表
さ
れ
た
水
流
が
介
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、
辛
う
じ
て
両
者
は
接
続
さ
れ
る
。
画
面
に
不
協
和
音
を
醸
し
出
す
こ
の
表
現
方
法
は
、
実
験
的
で
過
渡
的
、
初
期
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
金
地
空
間
に
浮
か
び
上
が
る
墨
梅
は
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
あ
　
四
）
の
名
古
屋
城
上
洛
殿
三
之
間
障
壁
画
中
の
老
梅
と
し
て
、
よ
り
洗
練
さ
れ
完
成
さ
れ
た
姿
で
再
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
雪
舟
流
に
基
づ
い
た
過
渡
的
で
初
期
的
な
様
相
は
、
次
之
間
東
隣
の
室
中
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。
　
室
中
で
は
富
貴
間
や
次
之
間
で
み
ら
れ
た
総
金
地
画
面
に
代
わ
り
、
金
箔
押
地
に
よ
る
金
雲
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
金
雲
の
輪
郭
線
に
沿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
っ
て
切
箔
が
撒
か
れ
る
。
赤
金
、
青
金
そ
の
他
を
と
り
混
ぜ
た
切
箔
散
し
は
き
わ
め
て
華
麗
な
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
配
さ
れ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
一
部
に
著
彩
を
と
も
な
う
も
の
の
漢
画
的
な
筆
法
で
と
ら
え
ら
れ
る
た
め
、
全
体
か
ら
受
け
る
印
象
は
む
し
ろ
水
墨
画
に
近
い
。
試
み
に
金
雲
を
捨
象
し
て
み
れ
ば
、
広
漠
た
る
余
白
に
た
ち
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
探
幽
様
の
水
墨
画
で
あ
る
。
室
中
画
で
は
、
各
モ
テ
ィ
ー
フ
と
金
雲
の
間
に
素
地
の
空
間
が
設
け
ら
れ
る
。
　
鬼
原
俊
枝
氏
は
、
探
幽
が
名
古
屋
城
上
洛
殿
障
壁
画
に
お
い
て
意
識
的
に
モ
テ
ィ
ー
フ
の
完
結
し
な
い
形
態
と
切
箔
散
し
に
よ
っ
て
表
さ
れ
た
雲
を
組
み
合
わ
せ
図
様
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
う
し
た
手
法
は
、
上
洛
殿
の
上
段
之
間
で
は
成
功
を
収
め
て
い
る
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　
　
も
の
の
、
二
之
間
や
三
之
間
で
は
切
箔
散
し
の
雲
と
水
墨
特
有
の
技
法
と
の
間
に
造
形
上
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
る
た
め
、
画
面
は
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
り
え
っ
て
不
調
和
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
　
名
古
屋
城
上
洛
殿
に
み
ら
れ
た
切
箔
散
し
に
よ
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
形
態
の
雲
は
、
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
に
お
い
て
は
、
そ
の
周
囲
に
切
箔
が
撒
か
れ
た
金
箔
押
地
の
金
雲
と
な
り
、
モ
テ
ィ
ー
フ
を
え
が
く
手
法
も
上
洛
殿
画
と
比
べ
謹
直
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
鬼
原
俊
枝
氏
に
よ
れ
ば
、
空
襲
で
焼
失
し
た
名
古
屋
城
上
洛
殿
入
側
長
押
上
小
壁
《
波
濤
水
禽
図
》
は
、
水
墨
主
体
の
表
現
を
と
り
、
金
雲
は
本
体
が
金
箔
押
地
で
、
輪
郭
に
そ
っ
た
部
分
に
の
み
切
箔
が
撒
か
れ
て
い
た
こ
と
を
報
告
し
、
そ
の
技
法
を
金
箔
押
地
と
切
箔
散
し
の
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
間
的
技
法
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
　
こ
れ
と
同
様
の
技
法
に
よ
る
金
地
院
大
方
丈
の
室
中
障
壁
画
は
、
名
古
屋
城
上
洛
殿
障
壁
画
の
前
段
階
に
あ
る
も
の
と
い
え
、
金
地
院
画
の
金
箔
押
地
・
切
箔
散
し
の
併
用
が
上
洛
殿
画
の
切
箔
散
し
に
、
前
者
の
真
体
に
近
い
描
法
が
後
者
の
行
体
に
傾
い
た
描
法
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
中
南
面
左
端
の
腰
障
子
に
え
が
か
れ
た
樹
幹
も
、
探
幽
様
式
の
展
開
の
う
え
で
看
過
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
幹
の
輪
郭
線
や
鍼
に
着
目
し
て
み
る
と
、
画
面
中
央
の
モ
テ
ィ
ー
フ
の
形
態
が
明
瞭
に
現
れ
る
部
分
で
は
、
濃
墨
に
よ
り
は
っ
き
り
と
嫉
が
施
さ
れ
る
が
、
切
箔
に
覆
わ
れ
形
態
が
や
や
不
明
瞭
に
な
る
部
分
で
は
、
厳
も
ま
ば
ら
と
な
り
、
幹
を
く
く
る
輪
郭
線
も
余
白
の
な
か
に
フ
ェ
イ
ド
ア
ウ
ト
す
る
。
こ
の
よ
う
に
モ
テ
ィ
ー
フ
の
量
塊
が
余
白
に
融
解
す
る
よ
う
な
印
象
を
も
た
せ
、
画
面
に
余
情
を
生
み
出
す
技
法
は
、
名
古
屋
城
上
洛
殿
障
壁
画
で
積
極
的
に
採
用
さ
れ
、
以
後
、
探
幽
の
水
墨
画
の
な
か
で
追
求
さ
れ
て
い
く
。
　
一
方
、
金
地
院
大
方
丈
室
中
に
え
が
か
れ
た
人
物
は
、
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
短
輻
で
表
さ
れ
、
そ
の
顔
貌
も
永
徳
以
来
の
狩
野
派
人
物
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
伝
統
的
に
み
ら
れ
る
杏
仁
形
に
よ
る
切
長
の
目
で
は
な
く
、
矩
形
や
台
形
を
し
た
怜
倒
で
理
知
的
な
目
を
備
え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
体
輻
や
顔
貌
を
も
つ
人
物
は
、
雪
舟
系
の
人
物
図
に
特
徴
的
で
、
こ
こ
に
お
い
て
も
雪
舟
様
式
が
摂
取
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り
　
き
る
。
こ
う
し
た
特
徴
を
も
つ
人
物
は
、
名
古
屋
城
上
洛
殿
を
へ
て
、
探
幽
ひ
い
て
は
江
戸
狩
野
派
の
漢
画
系
人
物
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
　
　
　
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
一
八
整
理
さ
れ
て
い
く
。
終
章
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
派
障
壁
画
様
式
の
コ
変
」
　
以
上
の
よ
う
に
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
に
は
、
二
條
城
二
之
丸
御
殿
や
正
法
寺
大
方
丈
、
名
古
屋
城
上
洛
殿
、
知
恩
院
大
方
丈
な
ど
初
期
江
戸
狩
野
派
に
よ
る
障
壁
画
と
の
モ
テ
ィ
ー
フ
選
択
の
共
通
性
と
と
も
に
、
①
総
金
地
画
面
、
②
広
大
な
余
白
、
③
筆
触
性
の
強
調
、
④
モ
テ
ィ
ー
フ
の
量
塊
の
余
白
へ
の
融
解
（
モ
テ
ィ
ー
フ
と
余
白
の
調
和
）
、
⑤
雪
舟
様
式
の
採
用
、
と
い
っ
た
様
式
的
特
質
が
確
認
で
き
た
。
様
式
的
特
質
の
あ
る
部
分
は
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
の
二
條
城
二
之
丸
御
殿
の
特
質
を
継
承
し
、
ま
た
あ
る
部
分
は
寛
永
十
一
年
の
名
古
屋
城
上
洛
殿
お
よ
び
そ
の
後
の
探
幽
様
水
墨
障
壁
画
に
展
開
し
て
い
く
契
機
を
は
ら
む
。
　
も
っ
と
も
金
地
院
大
方
丈
に
お
い
て
は
、
各
部
屋
の
機
能
に
応
じ
、
そ
れ
に
適
合
し
た
絵
画
様
式
や
主
題
、
モ
テ
ィ
ー
フ
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
金
地
院
画
に
お
け
る
二
條
城
・
名
古
屋
城
上
洛
殿
の
両
絵
画
様
式
の
併
存
は
、
単
に
両
者
の
間
の
過
渡
的
様
相
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
し
か
し
な
が
ら
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
で
は
、
雪
舟
花
鳥
画
様
式
を
大
胆
に
〈
引
用
〉
し
た
次
之
間
に
お
い
て
前
々
年
の
制
作
に
な
る
二
條
城
二
之
丸
御
殿
よ
り
も
進
ん
だ
金
碧
障
壁
画
様
式
が
示
さ
れ
、
室
中
に
お
い
て
六
年
後
の
名
古
屋
城
上
洛
殿
よ
り
も
前
段
階
の
水
墨
障
壁
画
様
式
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
　
そ
の
た
め
、
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
の
絵
画
様
式
を
二
條
城
画
と
名
古
屋
城
上
洛
殿
画
と
の
間
の
過
渡
的
様
相
を
示
す
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
は
、
障
壁
画
に
お
け
る
狩
野
探
幽
様
式
の
萌
芽
と
し
て
位
置
づ
け
う
る
存
在
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
の
全
体
構
成
や
モ
テ
ィ
ー
フ
選
択
と
も
揆
を
一
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
最
初
の
絵
画
史
論
で
あ
る
狩
野
永
納
撰
『
本
朝
書
史
』
巻
四
は
、
狩
野
探
幽
を
評
し
て
、
「
是
二
於
テ
筆
墨
瓢
逸
、
傅
彩
簡
易
ニ
シ
テ
、
自
然
二
狩
野
氏
ヲ
一
変
ス
」
（
原
漢
文
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
元
信
－
永
徳
以
来
の
狩
野
派
の
伝
統
を
脱
却
し
、
雪
舟
流
を
旨
と
す
る
新
た
な
規
範
を
模
索
す
る
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
こ
そ
は
、
探
幽
に
よ
る
コ
変
」
の
は
じ
ま
り
、
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
を
告
げ
る
作
例
と
も
い
え
よ
う
。
　
雪
舟
流
に
基
づ
く
こ
の
新
し
い
規
範
は
、
寛
永
十
一
年
の
名
古
屋
城
上
洛
殿
障
壁
画
を
へ
て
、
江
戸
狩
野
派
様
式
と
し
て
確
立
さ
れ
、
新
し
い
〈
王
権
〉
徳
川
将
軍
家
の
た
め
の
く
王
朝
絵
画
V
と
し
て
機
能
し
て
い
く
。
　
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
作
品
紹
介
を
中
心
と
す
る
基
礎
的
考
察
を
行
う
に
止
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
足
利
将
軍
家
に
か
わ
る
〈
源
氏
将
軍
〉
徳
川
家
が
、
足
利
将
軍
家
と
ゆ
か
り
の
ふ
か
い
相
國
寺
の
鹿
苑
院
か
ら
亀
山
法
皇
開
基
に
よ
る
〈
五
山
之
上
〉
南
琿
寺
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ク
ノ
ク
ラ
　
ト
金
地
院
へ
僧
録
を
移
行
さ
せ
た
こ
と
、
そ
の
金
地
院
に
お
い
て
徳
川
将
軍
家
の
技
術
官
僚
・
狩
野
探
幽
の
新
様
式
に
よ
る
障
壁
画
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
、
徳
川
政
治
思
想
史
上
、
き
わ
め
て
強
い
意
義
を
も
つ
。
寺
社
や
城
郭
の
大
建
築
、
そ
の
壮
大
華
麗
な
障
壁
画
な
ど
、
徳
川
将
軍
家
が
自
ら
の
権
威
を
視
覚
化
す
る
と
と
も
に
、
朝
廷
や
寺
社
勢
力
な
ど
対
峙
す
べ
き
伝
統
的
権
威
を
囲
い
込
む
た
め
に
動
員
さ
れ
　
　
　
　
　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
　
る
圧
倒
的
な
技
術
力
。
こ
の
徳
川
将
軍
家
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
る
技
術
力
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
か
ら
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
将
軍
家
の
絵
師
－
技
術
官
僚
に
よ
る
〈
様
式
〉
も
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ー
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
装
置
と
し
て
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な
色
彩
を
帯
び
て
く
る
の
で
あ
る
。
　
金
地
院
障
壁
画
の
政
治
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
意
義
に
つ
い
て
は
、
①
崇
傳
そ
し
て
小
堀
遠
州
が
ふ
か
く
関
与
し
た
寛
永
三
年
の
後
水
尾
天
皇
二
條
城
行
幸
と
そ
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
新
し
い
絵
画
様
式
－
二
條
城
障
壁
画
の
問
題
、
②
ほ
ぼ
同
時
期
、
徳
川
将
軍
権
力
と
崇
傳
が
直
面
し
た
寺
社
勢
力
再
編
の
問
題
、
③
そ
れ
と
揆
を
一
に
し
た
五
山
官
寺
の
再
編
と
〈
五
山
之
上
〉
南
暉
寺
の
大
規
模
な
再
建
事
業
の
問
題
な
ど
と
合
わ
せ
、
別
稿
を
用
意
す
る
予
定
で
あ
る
。
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
一
九
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
二
〇
註
（
1
）
　
櫻
井
景
雄
『
本
光
國
師
と
南
暉
寺
』
（
大
本
山
南
暉
寺
、
一
九
八
三
年
）
は
、
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
以
心
崇
傳
が
新
た
に
南
暉
寺
住
持
職
に
　
　
出
世
し
た
機
会
に
、
祖
塔
・
金
地
院
の
再
興
を
企
図
し
、
そ
の
後
徳
川
家
康
の
側
近
と
し
て
地
位
が
上
が
る
に
従
い
徐
々
に
増
改
築
が
行
わ
れ
た
で
　
　
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
（
二
八
～
二
九
頁
）
。
（
2
）
　
森
繭
『
小
堀
遠
州
の
作
事
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
一
八
）
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
、
七
五
～
八
二
頁
。
（
3
）
　
天
台
系
の
山
王
一
実
神
道
に
よ
る
東
照
宮
は
、
本
来
禅
宗
と
は
異
質
で
あ
る
。
鳳
林
承
章
の
日
記
『
隔
莫
記
』
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
九
月
十
　
　
五
日
条
に
は
、
「
（
前
略
）
来
十
七
日
金
地
院
寺
内
東
照
大
権
現
宮
造
建
、
遷
宮
之
由
、
叡
山
衆
遷
宮
被
仕
之
由
。
（
後
略
）
」
と
あ
り
、
東
照
宮
修
復
　
　
の
際
の
遷
宮
は
、
五
山
で
は
な
く
比
叡
山
の
僧
侶
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
。
も
っ
と
も
足
利
政
権
下
の
等
持
寺
や
相
國
寺
も
、
法
華
八
講
を
行
う
た
　
　
め
の
堂
宇
や
両
界
曼
茶
羅
を
あ
ら
わ
す
七
重
塔
を
備
え
る
な
ど
、
禅
院
で
あ
り
な
が
ら
伝
統
的
な
顕
密
仏
事
の
た
め
の
空
間
を
合
わ
せ
も
っ
て
い
た
　
　
（
冨
島
義
幸
「
相
国
寺
七
重
塔
－
安
置
仏
と
供
養
会
の
空
間
か
ら
み
た
建
立
の
意
義
1
」
、
『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』
第
五
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
一
　
　
年
五
月
。
同
「
等
持
寺
仏
殿
と
相
国
寺
八
講
堂
－
顕
密
仏
教
空
間
と
し
て
の
評
価
に
つ
い
て
ー
」
、
『
佛
教
藝
術
』
第
二
七
三
号
、
二
〇
〇
四
年
三
　
　
月
）
。
（
4
）
　
以
下
、
副
島
種
経
校
訂
『
新
訂
本
光
國
師
日
記
』
第
一
～
七
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
六
～
一
九
七
一
年
）
に
よ
る
。
（
5
）
　
ア
ン
タ
リ
ク
サ
・
日
向
進
「
近
世
初
期
に
お
け
る
京
都
の
臨
済
宗
寺
院
の
本
堂
（
客
殿
、
方
丈
）
に
関
す
る
研
究
（
一
）
1
平
面
の
復
原
を
中
心
　
　
に
ー
」
、
『
人
文
（
京
都
工
芸
繊
維
大
学
工
芸
学
部
研
究
報
告
）
』
第
四
三
号
、
一
九
九
五
年
二
月
。
（
6
）
　
川
上
貢
『
禅
院
の
建
築
－
禅
僧
の
す
ま
い
と
祭
享
i
』
、
河
原
書
店
、
一
九
六
八
年
、
一
＝
二
～
＝
五
頁
。
（
7
）
　
前
掲
註
2
、
七
八
頁
。
（
8
）
　
前
掲
註
2
は
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
に
予
定
さ
れ
た
将
軍
・
徳
川
家
光
の
上
洛
に
際
し
、
そ
の
御
成
を
迎
え
る
た
め
、
崇
傳
は
金
地
院
の
　
　
造
営
に
懸
命
に
な
っ
た
と
す
る
（
七
八
頁
）
。
し
か
し
寛
永
度
造
営
が
一
通
り
終
了
し
た
す
ぐ
後
の
寛
永
十
年
正
月
、
崇
傳
は
遷
化
し
、
翌
十
一
年
　
　
の
将
軍
御
成
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
伝
統
的
な
僧
録
の
住
房
と
し
て
の
金
地
院
の
性
格
を
か
ん
が
み
る
と
き
、
御
成
を
迎
え
る
た
め
の
格
　
　
式
を
備
え
て
い
る
こ
と
自
体
に
む
し
ろ
意
義
が
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
（
9
）
　
山
田
幸
一
「
金
地
院
方
丈
の
建
立
年
代
に
つ
い
て
」
、
『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
第
二
五
号
、
一
九
五
四
年
二
月
。
同
「
金
地
院
方
丈
に
つ
い
　
　
て
」
、
『
日
本
建
築
学
会
研
究
報
告
』
二
七
号
、
一
九
五
四
年
五
月
。
（
1
0
）
中
村
質
・
研
究
代
表
『
近
世
五
山
の
国
際
関
係
資
料
の
調
査
研
究
－
京
都
金
地
院
所
蔵
の
未
整
理
資
料
を
中
心
に
ー
』
、
九
州
大
学
文
学
部
、
一
　
　
九
九
一
年
、
九
五
頁
。
（
1
1
）
　
源
豊
宗
コ
兀
和
寛
永
期
に
お
け
る
幾
何
学
的
構
図
形
式
」
、
『
美
術
史
』
第
五
〇
号
、
一
九
六
三
年
九
月
。
（
1
2
）
　
前
掲
註
2
、
七
九
頁
。
（
1
3
）
　
朝
岡
興
禎
（
太
田
謹
増
訂
）
『
増
訂
古
豊
備
考
』
巻
下
、
弘
文
館
、
一
九
〇
四
年
、
一
九
九
五
頁
。
（
1
4
）
　
秋
里
籠
島
『
都
林
泉
名
勝
圖
會
』
、
京
都
・
小
川
多
左
衛
門
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
。
（
1
5
）
　
武
田
恒
夫
「
障
壁
画
〔
二
〕
1
二
之
丸
御
殿
大
広
間
、
式
台
、
黒
書
院
と
本
丸
御
殿
1
」
、
『
元
離
宮
　
二
條
城
』
、
小
学
館
、
一
九
七
四
年
、
三
　
　
四
三
～
三
七
〇
頁
。
（
1
6
）
　
山
下
善
也
「
二
の
丸
御
殿
に
お
け
る
狩
野
興
以
の
役
割
－
老
中
の
間
と
黒
書
院
の
障
壁
画
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
國
華
』
第
＝
二
〇
〇
号
、
二
〇
〇
　
　
四
年
二
月
）
は
、
《
花
鳥
図
屏
風
》
（
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
蔵
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
大
ら
か
で
ぼ
っ
て
り
と
し
た
幹
か
ら
鋭
利
で
煩
珀
な
枝
先
へ
の
急
　
　
激
な
変
化
を
狩
野
興
以
画
の
特
質
と
し
、
そ
れ
と
同
様
の
表
現
を
も
つ
二
條
城
二
之
丸
御
殿
老
中
の
間
諸
室
の
筆
者
を
興
以
お
よ
び
「
興
以
グ
ル
ー
　
　
プ
」
と
し
、
狩
野
尚
信
に
よ
る
同
黒
書
院
障
壁
画
も
牡
丹
之
間
に
お
け
る
興
以
自
身
の
参
加
や
尚
信
へ
の
指
導
・
助
言
な
ど
、
そ
の
関
与
を
想
定
す
　
　
る
。
な
お
金
地
院
画
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
垣
に
菊
と
い
う
組
合
せ
や
太
さ
を
急
に
減
じ
る
樹
法
な
ど
、
山
下
氏
が
指
摘
す
る
興
以
画
の
特
質
と
　
　
も
通
い
合
い
、
尚
信
の
参
加
が
認
め
ら
れ
る
二
條
城
黒
書
院
画
や
知
恩
院
画
と
も
関
連
を
有
す
る
。
し
か
し
『
日
記
』
の
記
述
か
ら
モ
テ
ィ
ー
フ
選
　
　
択
や
全
体
計
画
に
つ
い
て
は
、
探
幽
自
身
に
よ
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
山
下
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
如
上
　
　
の
特
質
を
探
幽
を
棟
梁
と
す
る
寛
永
前
半
期
の
狩
野
派
の
も
の
と
し
て
論
を
進
め
る
。
（
1
7
）
　
①
土
居
次
義
「
知
恩
院
の
障
壁
画
」
、
土
居
次
義
編
『
知
恩
院
（
障
壁
画
全
集
）
』
、
美
術
出
版
社
、
一
九
六
九
年
。
　
　
　
②
河
野
元
昭
「
知
恩
院
障
壁
画
に
つ
い
て
」
、
宮
次
男
ほ
か
『
本
願
寺
と
知
恩
院
（
日
本
古
寺
美
術
全
集
二
一
）
』
集
英
社
、
一
九
八
二
年
、
一
一
　
　
三
～
一
二
二
頁
。
（
1
8
）
　
土
居
次
義
「
名
古
屋
城
上
洛
殿
の
探
幽
画
と
知
恩
院
障
壁
画
（
下
）
」
、
『
史
迩
と
美
術
』
第
五
四
号
、
一
九
三
五
年
五
月
。
（
1
9
）
　
前
掲
註
1
7
①
。
（
2
0
）
　
前
掲
註
6
、
一
一
四
～
＝
五
頁
。
（
2
1
）
　
河
野
元
昭
「
探
幽
と
名
古
屋
城
寛
永
度
造
営
御
殿
　
上
」
、
『
美
術
史
論
叢
』
第
二
号
、
一
九
八
六
年
三
月
。
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
二
一
　
　
　
　
金
地
院
大
方
丈
障
壁
画
と
狩
野
探
幽
様
式
の
誕
生
（
松
島
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
（
2
2
）
　
冷
泉
爲
人
「
正
法
寺
の
障
壁
画
（
中
）
（
続
・
障
壁
画
の
旅
・
1
7
）
」
（
『
日
本
美
術
工
芸
』
第
六
四
四
号
、
一
九
九
二
年
五
月
）
は
、
正
法
寺
大
方
　
　
丈
の
《
琴
図
》
と
名
古
屋
城
上
洛
殿
の
《
琴
図
》
が
「
寸
分
の
違
い
も
認
め
ら
れ
な
い
ほ
ど
酷
似
」
し
て
い
る
と
し
、
両
者
の
密
接
な
関
係
を
指
摘
　
　
す
る
。
（
2
3
）
　
山
下
善
也
「
狩
野
興
以
の
花
鳥
図
屏
風
と
寛
永
期
の
障
壁
画
」
（
『
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
名
品
展
－
平
安
～
江
戸
の
日
本
絵
画
1
（
図
録
）
』
、
静
岡
県
　
　
立
美
術
館
、
一
九
九
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
素
地
に
墨
線
で
水
流
を
表
す
手
法
は
、
《
花
鳥
図
屏
風
》
（
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
蔵
）
な
ど
の
狩
野
興
以
の
作
　
　
品
に
も
見
出
せ
る
と
い
う
。
　
　
註
1
6
で
述
べ
た
問
題
も
ふ
く
め
、
初
期
狩
野
探
幽
と
狩
野
興
以
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
、
即
断
を
許
さ
な
い
問
題
で
あ
り
、
後
考
に
侯
ち
た
い
。
（
2
4
）
　
鬼
原
俊
枝
『
幽
微
の
探
求
　
狩
野
探
幽
論
』
、
大
阪
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、
一
七
六
～
一
七
八
頁
。
（
2
5
）
　
前
掲
註
2
4
、
一
七
七
頁
。
（
2
6
）
　
狩
野
永
納
『
本
朝
壼
史
』
、
京
都
・
吉
野
屋
惣
兵
衛
／
丸
屋
源
兵
衛
、
元
腺
六
年
（
一
六
九
三
）
。
付
記
　
貴
重
な
障
壁
画
の
拝
観
を
快
く
お
許
し
い
た
だ
き
ま
し
た
金
地
院
・
佐
々
木
玄
龍
御
住
職
様
、
正
法
寺
・
薦
野
正
信
御
住
職
様
に
、
心
よ
り
御
礼
　
　
申
し
上
げ
ま
す
。
挿
図
の
出
典
　
図
1
　
森
蒲
「
小
堀
遠
州
の
作
事
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
一
八
）
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
。
図
1
9
・
2
1
・
2
2
　
「
元
離
　
宮
二
条
城
』
、
京
都
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
三
年
。
図
2
0
・
2
4
・
2
8
　
田
中
一
松
・
土
居
次
義
・
山
根
有
三
監
修
『
障
壁
画
全
集
　
知
恩
院
』
、
　
美
術
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。
図
2
5
・
2
7
・
3
3
・
3
4
　
武
田
恒
夫
監
修
『
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
障
壁
画
集
』
、
名
古
屋
城
管
理
事
務
所
、
一
九
九
〇
年
。
　
図
3
0
・
3
1
・
3
7
”
『
没
後
五
〇
〇
年
特
別
展
　
雪
舟
（
図
録
）
』
、
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
。
（
哲
学
科
　
助
教
）
図1金地院平面図
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